
 

 

 

「町田市街路灯管理計画」の策定について  

 

１  背景・趣旨  

町田市の街路灯の多くは、高度経済成長期に集中的に建設された道路に

合わせて整備されており、今後、老朽化の進行や、維持管理等に係る費用

の増加が懸念されることから、計画的な維持管理が課題となっております。 

街路灯は、市内で約３１，６００基あり、市民の身近にある道路施設で

あるため、計画的な維持管理を実現し、構造物の健全性を維持し続けるこ

とが重要です。全国的に道路上の街路灯が、劣化のため、倒れる事故が発

生しています。このような事故を未然に防ぐための取組が必要です。  

そのため、これまでの事後保全型維持管理から、点検により健全性を把

握するとともに損傷が大きくなる前に修繕を行い、施設の長寿命化とコス

ト縮減を図る予防保全型維持管理に転換し、安全に、安心して通行できる

道路環境を構築することを目的とした「町田市街路灯管理計画」を策定し

ましたので報告いたします。  

 

計画期間：２０２６～２０５５年度 (３０年間 ) 

 

２  町田市街路灯管理計画の概要  

〇計画策定の背景と目的  

 〇対象施設の概要  

 〇長寿命化に向けた基本方針  

 〇定期点検の実施と評価  

 〇計画の実施による効果  

 〇今後の取組  

 ※別添「町田市街路灯管理計画（概要版）」参照  

 

３  今後の予定  

  ２０２６年度   日常点検の実施及び評価基準の検証  

  ２０２７年度～  定期点検開始  

※なお、市内５地区の定期点検完了後に、点検結果を踏まえて管理計画

の見直しを行います。  

２０２６年３月１８日・・１９日  
行 政 報 告 資 料  
道 路 部 道 路 政 策 課  



損傷が深刻化してから修繕などの対応をする「対症療
法的維持管理（＝事後保全型）」から、定期的な点検の
実施と、損傷が深刻化する前に修繕を行う「予防保全型
維持管理」へ管理方法を転換することで、施設の長寿命
化とライフサイクルコストの低減を目指します。

街路灯の健全性を確認するため、日常点検、定期点検、
緊急点検に取組みます。

点検結果を基に、国の点検要領や町田
市の「街路灯の点検における判断基準」
等に基づき、健全度の判定を行います。

町田市 街路灯管理計画（概要版） 202６年３月 策定

計画策定の背景と目的

対象施設の概要

計画の実施による効果

定期点検の実施と評価

長寿命化に向けた基本方針

背景・目的

点検対象基数施設種類

定期点検約 基
約 基大型単独型
約 基大型共架型
約 基小型単独型

日常点検約 基小型共架型

予防保全型維持管理への転換

健全度の把握

持続可能な管理体制の確立

新技術の活用を目指して

道路通行の安全性や信頼性の確保

コスト縮減

小型単独型大型共架型大型単独型

町田市
道路部 道路政策課

１．

２．

３．

４．

５．

標準的な街路灯の写真

事例）FRP※シートを用いた簡易工法（町田市）

※Fiber Reinforced Plastics （繊維強化プラスチック）

※「柱やアーム等」の中には、アームと電柱をつなぐバンドや電源装置等を含む

※2026年度から2055年度までの３０年間の維持管理コストの累積結果により比較
※2025年度実施の点検及び点検修繕費想定より調査割合を10.6%、布設替割合を2.3%と設定し算出
※応急修繕費用（45百万円/年と想定）を含む

【施工中】 【施工後】

予防保全型維持管理を推進し、街路灯の健全性を維持
することで、街路灯の倒壊等による第三者被害の防止や
交通規制を伴う工事の減少など、道路通行の安全性や信
頼性を確保することができます。

予防保全型維持管理が実現することで、ライフサイク
ルコストの低減が期待できます。試算した結果、総管理
費用は事後保全型維持管理に比べて、事業費が縮減する
見込みです。

町田市の街路灯の多くは、高度経済成長期に集中的に
建設された道路に合わせて整備されており、今後、老朽
化の進行や、維持管理等に係る費用の増加が懸念される
ことから、計画的な維持管理が課題となっています。

街路灯は、市内で約３１，６００基あり、市民の身近
にある道路施設であるため、計画的な維持管理を実現し、
構造物の健全性を維持し続けることが重要です。

全国的に道路上の街路灯が、劣化のため、倒れる事故
が発生しています。このような事故を未然に防ぐための
取組が必要です。

そのため、これまでの事後保全型維持管理から、点検
により健全性を把握するとともに損傷が大きくなる前に
修繕を行い、施設の長寿命化とコスト縮減を図る予防保
全型維持管理に転換し、安全に、安心して通行できる道
路環境の構築を目指します。
（計画期間： ～ 年度 年間）

今後の取組６．

本計画に基づき、点検を実施し、全ての街路灯の健全
度を把握します。これらの健全度を基に評価、修繕を行
い、これらの結果等については台帳等に記録するととも
に、修繕計画等の立案に活用するなど、持続可能な管理
体制を確立します。

スクリーニング調査や詳細調査に対応するデジタル技
術等を積極的に採用し、調査等の効率化を目指します。

定期点検を５年に１度の頻度で実施できるよう、市内
を 地区に区分し、実施します。

定期点検は、変状把握のふるい分けを行うスクリーニ
ング調査と、スクリーニング調査により抽出された変状
等の可能性のある街路灯を対象とした詳細調査の 段階で
点検を行います。これにより、詳細調査が必要な街路灯
の総数を適正化します。

点検の結果、「予防保全段階」と評価した施設につい
ては、措置（修繕）を実施し、施設の長寿命化を図りま
す。

【予防保全段階の措置例】
街路灯の根入れ部分にシートを貼り付けて、根入れ部
分の劣化を抑制する措置である。紫外線により比較的短
時間で硬化することが特徴で、簡易に実施できる。

本計画の対象施設は、町田市が管理する街路灯のうち、
大型単独型、大型共架型、小型単独型及び小型共架型の
４種類とし、本計画に基づき計画的に点検・修繕を行う
施設は、大型単独型、大型共架型及び小型単独型の３種
類（約６，６００基）とします。街路灯は「灯具」（頭
の部分）とそれを支える「柱やアーム等※」で構成されて
おり、本計画の対象は「柱やアーム等」とします。


